拠点大学プログラム　　共同研究８「変貌する「家族」」国内研究会

日時：2007年10月6日（土）～10月7日（日）

場所：京都大学東南アジア研究所　東棟2階セミナー室

参加メンバー（敬称略）：伊藤友美、岩井美佐紀、重富スパポン、左右田直規、高橋美和、田村慶子、土佐桂子、馬場雄司、細田尚美、山田直子、小泉順子、速水洋子

　　オブザーバー：片山須美子、木曽恵子、吉田香世子

【10月6日（土）】
発表者　速水洋子　「共同研究８「変貌する「家族」」の今後」
　細田尚美　「浮遊する家族と「幸運」分配型社会関係：フィリピン国内移民を事例として」
　　　　　　山田直子「植民地支配と婚姻規範－20世紀初頭西スマトラにおける多妻婚論争を中心に－」

小泉順子　コメントをかねて　
懇親会

【10月7日（日）】
各メンバーにより15分ずつ　研究内容の提示後、討論
その結果、とりあえず当日不在メンバーも含めておおよそ以下のようなグループ分けを考えました

移動と家族　　速水洋子　三つの地域のカレンにおける家と家のつながり
　　　　　　　細田尚美　移民と母村とのつながり：フィリピンサマール島の漁村を例として　　　　　　　　　　岩井美佐紀　移動と家族：二つの故郷の間で
　　　　　　　　　　土佐桂子　　カレン州タンマニャー山における移動と家族

　　　　　　　　　　吉田香世子　ラオスにおける家と移動　

現代国家と家族　田村慶子　　シンガポールの変貌する家族とジェンダー

　　　　　　　　　　　葉倩偉　　台湾植民地時代の家族とジェンダー

　　　　　　　　左右田直規　　マレーシアにおける世襲政治家の台頭にみる政治と家族

政策・市民運動・家族　馬場雄司　　北タイ村落における家族の力強化計画　

　法制度と家族　重富スパポン　Family: Concept and Meaning in the Early Period of Thai History
　　　　　　　　小泉順子　　近代シャムにおける遺産相続問題

　　　　　　　　山田直子　　植民地支配と婚姻規範－20世紀初頭西スマトラにおける多
妻婚論争を中心に
　　　　　　　　　　　小林寧子　　インドネシアムスリムの家族観：ナフダトゥールウラマーの『法学見解』より
宗教実践と家族　　高橋美和　老年期ライフスタイルとしての寺院暮らし
　　　　　　　伊藤友美　タイにおける女性の出家修行と家族との関わり
